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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器と液体注出キャップとからなる液体注出容器であって、
　容器は、ねじを刻設した壜口と、周方向にラチェット歯を設けた容器肩部を具えており
、
　液体注出キャップは、壜口に螺合する内筒と、外筒と、頂壁と、注出ノズルを設けた上
壁、注出ノズルを覆い上壁端部にヒンジ結合されているノズルカバーとからなり、
　液体注出キャップの外筒下端には、連結片を残して穿設された鉤形の切欠によって区画
され、内面に容器のラチェット歯に噛合するラチェットを設けた摘み部を設けたことを特
徴とする液体注出容器。
【請求項２】
　液体注出キャップのヒンジ部分に対向する側の外筒上端に段部を設け、該段部に、ノズ
ルカバーの前端を覆い、切離可能な連結部により保持されている封緘カバーを設けたこと
を特徴とする請求項１記載の液体注出容器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗髪料、化粧料、ドレッシングその他の調味料等を注出する液体注出容器に
関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　洗髪料、化粧料、ドレッシングその他の調味料等の液体注出容器として、キャップの位
置合わせや戻り防止を設けた液体注出容器は、従来より知られている。
　その一つに特許文献１に示されるような位置合わせを設けた注出容器が提案されている
。
【特許文献１】特開平１１－５９７１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記特許文献１記載のもの、その他従来の液体注出キャップ等においては、位置合わせ
および戻り防止のために、キャップと容器の一部にラチェット機構を設けているが、分別
廃棄の時にキャップを取外すことができず、分別回収、リサイクルが困難となる欠点があ
った。
【０００４】
　本発明は、上記問題を解決することを課題として、液体注出キャップの一部に、連結片
を切離可能にしたラチェットを具えた摘み部を設けることにより、分別廃棄が可能となる
ようにした液体注出容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するため、液体注出容器として、容器と液体注出キャップ
とからなる液体注出容器であって、容器は、ねじを刻設した壜口と、周方向にラチェット
歯を設けた容器肩部を具えており、液体注出キャップは、壜口に螺合する内筒と、外筒と
、頂壁と、注出ノズルを設けた上壁、注出ノズルを覆い上壁端部にヒンジ結合されている
ノズルカバーとからなり、液体注出キャップの外筒下端には、連結片を残して穿設された
鉤形の切欠によって区画され、内面に容器のラチェット歯に噛合するラチェットを設けた
摘み部を設けたことを特徴とする構成を採用する。
【０００６】
　ノズルカバーの封緘カバーとして、液体注出キャップのヒンジ部分に対向する側の外筒
上端に段部を設け、該段部に、ノズルカバーの前端を覆い、切離可能な連結部により保持
されている封緘カバーを設けたことを特徴とする構成を採用する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の液体注出容器は、液体注出キャップと容器を別々に分別廃棄する時に、摘み部
を引っ張り、連結片を破断するだけの簡単な操作で、容易に分別できる利点がある。
　また、摘み部が連結片によって注出キャップに連結され、なおかつノズルカバーにも封
緘カバーが設けられているので、商品のバージン性が高まり消費者に安心感をもたらす利
点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　液体注出キャップの切断可能な連結片を設けた摘み部と、容器肩部に設けたラチェット
機構の簡単な構造により分別廃棄を実現した。
【実施例１】
【０００９】
　図１～３に示すように、本発明の液体注出容器は、容器１と液体注出キャップ２とから
構成されている。
【００１０】
　容器１は、ねじ３を刻設した壜口４と、周方向にラチェット歯５を設けた容器肩部６、
胴部と底部とから構成されている。
【００１１】
　液体注出キャップ２は、壜口４に螺合する内筒７と、外筒８と、頂壁９と、注出ノズル
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１０を立設した上壁１１と、外筒上端の上壁端１２にヒンジ１３により結合された注出ノ
ズル１０を覆うノズルカバー１４とから構成されている。
【００１２】
　液体注出キャップ２の外筒下端１５には、連結片１６を残して鉤形の切欠１７が穿設さ
れ、摘み部１８が形成されている。
　該摘み部１８は、外筒下部とは接続部１９を介して連設されており、摘み部１８の裏面
には、容器１のラチェット歯５に噛合うラチェット２０が突設されている。
【００１３】
　 上記実施例では、摘み部１８上縁を連結片１６により外筒と連結しているが、摘み部
１８上縁を薄肉の弱化ラインとして切断可能な連結部とし、切欠１７を縦溝状としてもよ
い。
【００１４】
　液体注出キャップ２の外筒上端には、ヒンジ１３に対向する側に段部２１が設けられ、
使用時に切離可能な連結部２２ａ、２２ｂにより保持されている封緘カバー２３が設けら
れている。
【００１５】
　液体注出キャップ２のヒンジ１３は、公知のヒンジ構造であれば、どのようなものでも
よいが、とくに、三点ヒンジと呼ばれている弾発力のある構造のものがより望ましい。
【００１６】
　容器１に内容液を充填し、液体注出キャップ２を螺合すれば、容器１のラチェット歯５
と液体注出キャップ２のラチェット２０を噛合わせることにより、任意の個所に位置合わ
せと戻り防止が可能となった。
【００１７】
　さらにまた、液体注出容器の使用後の分別廃棄は、液体注出キャップ２の摘み部１８を
持って引っ張り、連結片１６を破断して外方に廻動させることにより、ラチェット２０が
ラチェット歯５から外れ、容器１から液体注出キャップ２を取外し可能となった。
【００１８】
　また、液体注出キャップ２のノズルカバー１４の前面に封緘カバー２３が設けられてい
るので、内容物のバージン性も保証されるようになった。
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　容器と液体注出キャップの一部にラチェット機構を設けたことにより、位置合わせと戻
り防止が可能で、しかも液体注出キャップのラチェットを有する摘み部に、切断可能な連
結部を設けたことにより分別廃棄が可能となり、分別回収、リサイクルに適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】液体注出容器の液体注出キャップと容器の分解斜視図である。
【図２】液体注出容器の一部縦断立面図である。
【図３】ラチェット機構を説明する横断面図である。
【符号の説明】
【００２１】
　１　　容器
　２　　液体注出キャップ
　３　　ねじ
　４　　壜口
　５　　ラチェット歯
　６　　容器肩部
　７　　内筒
　８　　外筒
　９　　頂壁



(4) JP 4354228 B2 2009.10.28

10

　１０　注出ノズル
　１１　上壁
　１２　上壁端
　１３　ヒンジ
　１４　ノズルカバー
　１５　外筒下端
　１６　連結片
　１７　切欠
　１８　摘み部
　１９　接続部
　２０　ラチェット
　２１　段部
　２２ａ，ｂ　連結部
　２３　封緘カバー

【図１】 【図２】

【図３】



(5) JP 4354228 B2 2009.10.28

フロントページの続き

(56)参考文献  実開平０２－０９７２４９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平１０－１２０００９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－３１５８２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１２８２１９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　３９／００～５５／１６　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

